
孤独死・孤立死を出さない見守り体制の構築に向けたマップづくり ～中央公民館にて～

住みなれた地域で暮らせる町

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま

で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
同
士
の
支
え
合
い
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
“
孤
独
死
・
孤
立
死
を
出
さ

な
い
”
見
守
り
体
制
の
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
昨
年
か

ら
自
治
区
長
会
と
民
児
協
が
合

同
で
実
施
し
、
行
政
・
社
協
が

そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
自
治
区
長
会
・
民

児
協
の
役
員
と
と
も
に
宮
内
町

長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
見
守

り
活
動
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

�

（
対
談
の
詳
細
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２
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３
面
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占
部
　
自
治
区
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最

小
単
位
で
あ
り
、
住
民
の
合
意
で
出
来

た
自
治
組
織
で
す
。
歴
史
も
文
化
も
異

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
区
で

の
活
動
が
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

自治区長会
会長

占部　延幸
岡垣町
町長

宮内　實生

民生委員児童委員協議会
会長

藤原　一子

自治区長会
前会長

小八重　勝利

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

自
治
区
は
、
基
礎
的
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
す
か
。

見
守
り
活
動
は
、

地
域
住
民
の
命
綱
で
す
か
。

見
守
り
活
動
は
、命
綱
で
す
か
。

１

２

藤
原
　
私
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
も

基
本
的
な
単
位
は「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
八
重
　
岡
垣
町
に
は
、
54
の
自
治
区

と
５
つ
の
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た
現
状
を

見
た
と
き
、
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
は

自
治
区
を
基
礎
と
し
て
行
い
、
今
後
は

校
区
で
の
取
り
組
み
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

占
部
　
理
想
は
、
手
助
け
が
ほ
し
い
と

き
に
、
ほ
し
い
手
助
け
を
す
ぐ
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
頃
か

ら
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
い
け
ば
、
そ
れ
が
“
い
ざ
”
と
い
う

時
の
対
応
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

藤
原
　
日
頃
か
ら
見
守
り
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
私
た
ち
民
生
委
員
に
と
っ

て
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
深
め
た

取
り
組
み
が
出
来
る
こ
と
を
心
強
く
感

町
長
　
私
は
、
自
治
区
と
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
対
等
な
関
係
で
あ
り
、
自
治

区
は
基
礎
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
高

齢
化
率
が
27
・
８
％
と
全
国
平
均
よ
り

高
く
、
40
％
を
超
え
る
自
治
区
が
10
区

も
あ
る
た
め
、
一
つ
の
自
治
区
だ
け
で

解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
に
つ
い

て
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
青
パ
ト

に
よ
る
防
犯
活
動
は
、
取
り
組
み
を
始

め
て
５
年
間
で
犯
罪
件
数
が
35
％
減
少

す
る
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

特　集　対　談

取り組みの土台を築かれた
藤原会長と小八重前会長。
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最
後
ま
で
、

自
宅
で
過
ご
せ
ま
す
か
。

３

じ
ま
す
。
同
じ
目
的
を
持
っ
て
歩
み
を
進

め
る
こ
と
で
、
見
守
り
活
動
が
住
民
の
命

綱
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

小
八
重
　
見
守
り
体
制
づ
く
り
の
取
り

組
み
は
、
孤
独
死
を
目
の
当
た
り
に
し

た
自
治
区
長
の
訴
え
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
従
来
か
ら
自
治
区
長
会
、
民
児
協

は
地
道
な
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
両
団
体
が
情
報
共
有
し
、
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な

活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
見
守
り

は
、
私
た
ち
地
域
住
民
の
命
綱
で
す
。

占
部
　
見
守
り
の
最
小
単
位
は
家
族
で

す
が
、
家
族
で
で
き
な
い
場
合
は
地
域

で
の
見
守
り
が
必
要
で
す
。
良
い
地
域

が
良
い
自
治
区
と
な
り
、
良
い
自
治
区

に
な
れ
ば
町
が
良
く
な
り
、
住
み
続
け

た
い
町
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
区
に
合
っ
た
活
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

小
八
重
　
多
く
の
住
民
は
、
最
期
を
自

宅
で
全
う
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い

と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
元
気
な

う
ち
に
自
分
の
健
康
に
気
を
つ
け
、
見

守
り
活
動
が
、
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご

す
支
え
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
　
今
後
は
、
自
宅
で
の
看
取
り
の

増
加
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
見
守
り
活
動

は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生

活
し
、
岡
垣
町
に
住
み
続
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
小
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
位
置
づ
け
、

全
て
の
自
治
区
へ
活
動
が
広
が
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

藤
原
　
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
す
に
は
、

医
療
、
介
護
が
緊
急
時
に
速
や
か
に
届

く
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
不

可
欠
で
す
。
24
時
間
体
制
の
介
護
等
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
見

守
り
活
動
の
充
実
が
自
宅
で
過
ご
す
カ

ギ
を
握
る
と
考
え
ま
す
。望
む
自
宅
で
、

愛
す
る
家
族
に
囲
ま
れ
て
、
心
安
ら
か

に
最
期
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

町
長
　
高
齢
化
率
が
今
後
も
高
ま
っ
て

い
く
状
況
の
中
、
今
取
り
組
み
を
始
め

た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

孤
独
死
・
孤
立
死
を
防
ぐ
に
は
、
や
は

り
地
域
で
の
見
守
り
体
制
が
不
可
欠
で

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、
こ
の

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

地域との協働への思い
を語る宮内町長。

取り組みを継承する
占部会長。

事務局も応援します！
岡垣町地域づくり課・福祉課、
社会福祉協議会（総合窓口）
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事業報告・決算報告

社会福祉協議会事業へのご協力、ありがとうございました。

平成24年度

ひとづくり
福祉教育の充実
◆認知症サポーター養成講座…… 42人（延）

地域人材の育成
◆いこいの里福祉大学（全11講座）
　………………………………… 1,022人（延）
◆�これからの岡垣町の地域福祉のあり方と
　社会福祉協議会の役割に関する研究会
　（全17講座）………………………451人（延）

ボランティア活動の推進
◆手話ボランティア養成講座（20講座）
　……………………………………………21人

地域づくり
セーフティネットの推進・支援
◆小地域福祉ネットワーク推進事業………45地区
◆小地域福祉ネットワーク研修会…… 103人

ふれあい交流活動の促進
◆ふれあいサロン助成事業……………36地区
◆ひとり暮らし高齢者のつどい……… 351人
◆素敵な出会い事業（カップル成立５組）…… 54人

環境づくり
総合的な福祉相談支援体制の整備
◆心配ごと相談（開催日数：12日）……… ７件
◆法律相談（開催日数：18日）………… 100 件
◆総合福祉相談窓口の設置（開催日数：24日）
　…………………………………………… ５件

在宅福祉サービスの充実
◆介護保険等事業…………… 2,791 人（延）
◆送迎サービス事業…………… 261 人（延）
◆福祉機器貸与事業…………… 189 台（延）
◆配食サービス事業（実施日数：254 日）
　……………………………… 27,718 食（延）

広報・啓発活動の充実
◆社協だより発行（９回発行）
　…………………………… 121,500 部（延）
◆広報広聴委員会（実施回数：２回）
　…………………………………… 14人（延）

支援体制づくり
信頼される社会福祉協議会づくり
◆いこいの里受託管理運営…… 113,239 人（延）

～ 

岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

～

平成 24年度事業及び決算について、ご報告いたします。

■臨海荘
■売店
■岡垣パーキング
■屋内多目的施設
■前年度繰越金

■臨海荘
■売店
■岡垣パーキング
■屋内多目的施設

■寄附金収入
■共同募金配分金収入
■補助金収入
■受託金収入
■介護保険等事業収入
■その他の収入

【支出の部】
合計　190,865,754円

■受託事業
■介護保険等事業
■共同募金配分金事業
■ボランティアセンター運営事業
■在宅福祉サービス事業
■法人運営事業
■その他の支出

【収入の部】
合計　194,771,437円

一般会計決算（社会福祉事業） 特別会計決算（収益事業）

（単位：円）

32,609,257

89,324,975

60,024,470

5,987,541
2,543,225

4,281,969

【収入の部】 合計 5,516,244円

（単位：円）

2,719,535

809,847

961,561

415,040
610,261

（単位：円）

【支出の部】 合計 4,663,460円

157,058
732,383

1,125,329

2,648,690

（単位：円）

89,324,975

48,927,716

4,281,969

4,441,777
1,164,572

2,308,785

次年度繰越金　3,905,683円   次年度繰越金　852,784円   

40,415,960
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国
は
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
24
時
間
３
６
５
日
・
30
分

以
内
に
、
包
括
的
及
び
継
続
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

の
医
療
に
お
い
て
は
、「
か
か
り

つ
け
医
」を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
が
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
、要
介
護
認
定

調
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
に「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、

主
治
医
意
見
書
を
作
成
す
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。そ
の
意
見
書
に
あ
な

地
域
に
必
要
な
医
療

介
護
保
険
と
か
か
り
つ
け
医

知
症
が
気
に
な
る
な
ぁ
…
。

　

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
が
ヘ
ル
パ
ー
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
回
数
を
増
や
し
て
自

宅
に
い
る
時
間
を
減
ら
す
よ
う
に
し

た
結
果
、外
出
の
機
会
が
増
え
、訪
問

販
売
で
の
買
物
が
減
り
ま
し
た
。

　

う
ま
く
い
っ
て
良
か
っ
た
ね
。で
も

こ
れ
で
い
い
の
か
な
。
う
ま
く
い
け
ば

い
っ
か
。�

（
ヘ
ル
パ
ー
Ｋ
）

た
の
心
身
の
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ
る

の
で
す
。ま
た
、「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、

あ
な
た
の
生
活
環
境
を
知
っ
た
上
で
、

健
康
や
心
の
悩
み
な
ど
何
で
も
相
談
に

乗
り
、
家
族
を
含
め
た
日
常
の
健
康
管

理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
病
歴
や
体
質
、
生
活
習
慣

な
ど
を
理
解
し
、
病
状
に
応
じ
て
素
早

く
専
門
医
等
に
連
携
し
て
く
れ
ま
す
。

最
も
身
近
で
信
頼
で
き
る
お
医
者
さ

ん
、
そ
れ
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
あ
な
た
が
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
時
、
診
察
を
受
け
て

か
ら
24
時
間
以
内
で
遺
体
に
異
状
が
無

け
れ
ば
、
残
さ
れ
た
家
族
は
事
故
性
を

問
わ
れ
ず
に
死
亡
診
断
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」
の
探

し
方
で
す
が
、
あ
な
た
が
風
邪
を
引
い

た
時
に
家
の
近
く
の
お
医
者
さ
ん
で
、

病
状
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
こ
と
な
ど
、
信
頼
で
き

る
お
医
者
さ
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
是

非
、
あ
な
た
も
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
、
悪
質
な
訪
問
販
売
を
耳
に

し
ま
す
。
夫
の
死
後
、一
人
で
暮
ら
す

Ｊ
さ
ん
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

美
容
器
具
や
大
量
の
健
康
食
品
が
部

屋
に
積
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　

町
外
に
住
む
長
男
は
来
る
た
び
に
、

驚
く
ば
か
り
で
し
た
。し
か
し
、Ｊ
さ

ん
は
お
構
い
な
し
で
す
。な
ん
だ
か
認

●と　き　８月 11日、25日
　　　　　９月８日、22日、29日
　　　　　10：00～ 12：00
●ところ　�いこいの里福祉保健館
　　　　　団体研修室
●参加費　500 円（資料代）
●申込み　７月 31日までに社会福祉協議会へ
　　　　　詳しくはホームページをご覧ください。

家庭介護教室 ～ケアメン集合～
家庭での介護に悩んでいる方、

一緒に介護技術をまなびませんか！

－5－

いこいの里ホームヘ

ヘ
ル
パ
ー
の

つ
ぶ
や
き

ル
パ

ー

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

輝
き
続
け
る
あ
な
た
を
応
援
�

☎281-2011



相
　
　
談

◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　
８
月
９
・
23
日
（
金
）

　
　
　
　

９
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　
８
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

９
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き
　
８
月
20
・
27
日
（
火
）

　
　
　
　

９
月
10
・
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里

対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

障
が
い
者
と
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業（
納
涼
夏
ま
つ
り
）

　

町
内
在
住
の
障
が
い
者
と
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的

に
「
納
涼
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

盆
踊
り
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
バ

ザ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　
８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
か
ら

と
こ
ろ
　�

屋
内
多
目
的
施
設　

す
ぱ
ー

く
岡
垣
（
い
こ
い
の
里
）

対
象
者
　�

町
内
在
住
の
障
が
い
者
と
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
家
族

申
込
み
　�

障
が
い
者
団
体
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、８
月
10
日（
土
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
附

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
５
・
６
月
受
付
分
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
小
早
川　

壽
子　

様
（
戸
切
白
谷
）

　

故　

小
早
川　

晃
一　

様�

79
歳

○
岡
村　

糸
子　

様
（
東
松
原
）

　

故　

岡
村　

藤
雄　

様�

87
歳

○
財
前　

ツ
ヤ
子　

様
（
野
間
三
）

　

故　

財
前　

吉
孝　

様�

86
歳

○
川
原　

拓　

様
（
新
松
原
）

　

故　

川
原　

フ
サ
ヘ　

様�

99
歳

○
木
原　

礼
子　

様
（
海
老
津
）

　

故　

木
原　

雅
信　

様�

80
歳

○
喜
多
村　

美
千
代　

様
（
海
老
津
）

　

故　

喜
多
村　

實　

様�

79
歳

○
吉
田　

好
宏　

様
（
高
塚
）

　

故　

吉
田　

正
已　

様�

83
歳

○
森
嶋　

た
ま
も　

様
（
海
老
津
）

　

故　

水
谷　

冬
威　

様�

23
歳

○
髙
橋　

ツ
ヤ
子　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

髙
橋　

末
信　

様�

88
歳

○
辰
己　

政
男　

様
（
野
間
二
）

　

故　

辰
已　

勲　

様�

66
歳

○
近
藤　

広
一　

様
（
戸
切
白
谷
）

　

故　

近
藤　

フ
ジ
ヱ　

様�

92
歳

○
友
納　

牧
子　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

友
納　

義
明　

様�

72
歳

○
日
和
佐　

蓉
子　

様
（
新
海
老
津
）

　

故　

日
和
佐　

富
男　

様�

90
歳

○
谷
口　

洋
子　

様
（
野
間
四
）

　

故　

谷
口　

正
広　

様�

68
歳

○
亀
川　

キ
ミ
ヨ　

様
（
上
海
老
津
）

　

故　

亀
川　

四
郎　

様�

91
歳

○
龍
昌
寺　

様
（
高
倉
）

　

故　

鷲
尾　

俊
一　

様�

88
歳

○
吉
田　

虎
勝　

様
（
海
老
津
）

　

故　

吉
田　

幸
子　

様�

74
歳

○
田
口　

シ
ゲ
子　

様
（
吉
木
）

　

故　

田
口　

岩
助　

様�

94
歳

○
稲
田　

英
子　

様
（
上
海
老
津
）

　

故　

稲
田　

勝
也　

様�

79
歳

○
河
合　

広
美　

様
（
戸
切
白
谷
）

　

故　

河
合　

克
己　

様�

75
歳

○
上
森　

博
仁　

様
（
東
松
原
）

　

故　

上
森　

靜
枝　

様�

92
歳

○
大
江　

富
士
夫　

様
（
野
間
三
）

　

故　

占
部　

佐
香　
　

様�

81
歳

○
沖
津　

正
子　

様
（
手
野
）

　

故　

俵
口　

チ
ヨ　

様�

96
歳

○
井
上　

ヨ
シ
子　

様
（
南
高
陽
）

　

故　

井
上　

昭
生　

様�

84
歳

○
石
井　

洋
子　

様
（
旭
西
）

　

故　

石
井　

正
利　

様�

64
歳

○
仲
道　

ア
イ
子　

様
（
野
間
三
）

　

故　

仲
道　

固　

様�

90
歳

○
安
部　

サ
チ
子　

様
（
南
高
陽
）

　

故　

安
部　

宗
保　

様�

84
歳

○
廣
渡　

正
道　

様
（
元
松
原
）

　

故　

廣
渡　

美
佐
子　

様�

79
歳

一
般
寄
附

○
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会　

様

○
田
口　

龍
子　

様

○
岡
垣
楽
陶
会　

様

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
稲
田　

英
子　

様

○
仲
道　

ア
イ
子　

様

男性料理教室 楽しく作って健康に
美味しい料理にチャレンジ！

【と　き】　10 月２日（水）・16日（水）・30日（水）
　　　　　※いずれも 10時～ 13時
【ところ】　いこいの里　調理研修室
【対象者】　町内在住の 60歳以上の男性
【内　容】　基本的な調理実習
【持ってくるもの】　エプロン
【参加費】　300 円／回
【定　員】　20 名
【締切り】　９月 25日（水）まで
　　　　　※�定員を超えて応募があった場合は、初

参加の方を優先します。
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問い合わせ
社会福祉協議会
☎283-2940



明
日
へ
の
こ
と
ば

明
る
く
生
き
れ
ば
　
道
は
ひ
ら
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
九
州
市
自
殺
対
策
事
業
か
ら
引
用

岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
　
副
会
長
　
行
山
　
國
雄

　

５
月
18
日
、
岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
総
会
が
来
賓
の
方
々
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ボ
ラ
協
に
は
、
現
在
８
団
体
が
加

盟
し
て
お
り
、
３
０
０
名
余
の
会
員
が

各
々
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

各
団
体
共
に
、
発
足
以
来
組
織
の
運

営
に
携
わ
っ
て
幾
多
の
実
績
を
残
し
て

こ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
功
績

を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
皆

様
の
ご
苦
労
と
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る

各
団
体
の
役
員
の
情
熱
に
、
心
よ
り
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
健
康

に
注
意
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

で
は
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
や
研
修

会
等
を
通
じ
て
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
垣
町
に
お
住

ま
い
の
皆
様
に
一

言
！
あ
な
た
の
豊

富
な
知
識
と
経
験

を
岡
垣
町
に
還
元

し
て
下
さ
い
。
退

職
後
を
明
る
く
楽

し
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
情
け
は
人
の

為
な
ら
ず
・
・
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自

分
の
た
め
に
や
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
か
ら
、

東
部
公
民
館
で
例
会
を
行
い
、
手

話
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
花
の
種
を
蒔
き
、

苗
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
い
こ
い

の
里
の
農
園
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
援
助
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
垣
手
話
の
会

フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ひ
ま
わ
り
の
会

　

毎
月
第
２
・
４
土

曜
日
に
い
こ
い
の
里

で
囲
碁
・
将
棋
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
学
校

や
福
祉
施
設
で
訪
問

対
局
も
行
っ
て
い
ま

す
。 囲

碁
・
将
棋
の
会

岡垣町ボランティア連絡協議会 団体紹介

自
分
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－7－

岡垣
※
ボ
ラ
協
＝
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
略
称

第120号



　

飲
料
水
を
購
入
す
る
と
、

売
り
上
げ
の
一
部
が
共
同

募
金
に
寄
附
さ
れ
る
自
動

販
売
機
を
す
ぱ
ー
く
岡
垣

に
設
置
し
ま
し
た
。
寄
附

金
は
岡
垣
町
の
福
祉
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

毎
年
10
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
で
は
、
町
民

の
皆
様
か
ら
多
く
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
、
岡
垣
町
の
地

域
福
祉
の
充
実
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
い
つ

で
も
気
軽
に
募
金
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
２
つ
の
仕
組

み
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

6
月
13
日
に
岡
垣
町
を
含
む
中
間
市
・

遠
賀
郡
四
町
と
福
岡
県
共
同
募
金
会
が
、

保
険
代
理
業
「
Ｏ
・
Ｋ
保
険
事
務
所
」

（
北
九
州
市
）
と
の
間
で
、
福
岡
県
下
で

寄
附
金
付
き
自
賠
責
保
険
の

説
明
会
実
施

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
岡
垣
町
支
会
（
社

協
）
で
は
、
町
内
の
事
業
所
や
各
法
人
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
社
会
貢

献
の
一
つ
と
し
て
寄
附
金
付
き
自
賠
責
保

険
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【　
日
　
時　
】　

平
成
25
年
８
月
８
日

　
　
　
　
　　

午
前
10
時
か
ら

【　
場
　
所　
】　

い
こ
い
の
里

【　
説
　
明　
】　

Ｏ
・
Ｋ
保
険
事
務
所

初
め
て
の
覚
書
き
を
交
わ
し
ま
し
た
。

同
保
険
は
、
車
検
時
に
該
当
保
険
代
理

業
者
と
契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
岡

県
共
同
募
金
会
と
中
間
市
・
遠
賀
郡
四

町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
へ
売
り
上
げ
の

一
部
が
寄
附
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
車
検
時
に
岡
垣
町
社
協
へ
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
事
務
処
理
を
行
い

ま
す
。
加
入
者
の
負
担
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
社

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動会

貢
献
活
動

寄 附 金 付 き 商品

屋
内
多
目
的
施
設
す
ぱ
ー
く
岡
垣

第
１
日
曜
日
を
試
行
的
に
開
場
！

調印式の様子

編
集
後
記

　

住
民
主
体
の「
孤
独
死
・
孤
立
死
を

出
さ
な
い
見
守
り
体
制
の
構
築
」に
向

け
た
取
り
組
み
が
、
地
域
を
動
か
し
、

絆
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、自
治
区
長
会
長
、民
児
協
会

長
、前
自
治
区
長
会
長
と
宮
内
町
長
の

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
の
対
談
を
企
画

し
ま
し
た
。団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
問

題
を
皆
様
と
論
議
し
、「
住
み
な
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
町
」の
実
現
に
向
け

て
、貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、８
面
で
ご
紹
介
し
た
寄
附
金

付
き
商
品
も
地
域
を
動
か
す
重
要
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。皆
様
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
石
田
）

毎
月
第
１
日
曜
日
（
１
月
を
除
く
）

午
前
８
：
30
～
午
後
５
：
00

※
前
日
ま
で
の
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

寄
附
金
付
き　
　

①

　

自
賠
責
保
険

寄
附
金
付
き　
　

②

　

自
動
販
売
機
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発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
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